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2 議会だより　22年7月

　

平
成　

年
第
2
回
定
例
会
が
６
月
２
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
専
決

２２

２１

２０

処
分
・
報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
等
を
承
認
、
可
決
し
た
。
ま
た
、
請
願
、
議
員
発

議
を
採
択
し
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

平
成　

年 
第
2
回
定
例
会

２２

国民健康保険税率
前年度比2.5％引き下げ

予
防
事
業
の
効
果
と

　

数
年
医
療
費
が
安
定
し
た
こ
と
に
よ
り

２２年度２１年度区　　分

６０％
４６％

５４％
４３％所得割

応  能
１４％１１％資産割

４０％
２９％

４６％
３２％均等割

応  益
１１％１４％平均割

構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合構成割合
※限度超過額を除く構成

対前年比比較増減２２年度２１年度区　分

２％減△２,１９４円９４,０３３円９６,２２７円一 世 帯
あ た り

２.５％減△１,２９１円５１,２３３円５２,５２４円一 　 人
あ た り

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ああああああああああああああああああああたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較世帯・一人あたり比較

野
生
鳥
獣
防
護
柵

国
の
交
付
金
大
幅
削
減

に
よ
り
起
債
で
対
応

　

年
度

２２

　

平
成　

年
４
月
に
野
生
鳥
獣
防
護
柵
の
事
業
申
請
を
出
し

２２

た
が
政
府
の
事
業
仕
分
け
に
よ
る
予
算
減
に
加
え
全
国
的

な
要
望
の
増
加
に
よ
り
、
当
協
議
会
の
要
望
は
大
幅
な
減

額
が
内
示
さ
れ
た
。
そ
の
事
か
ら
事
業
実
施
に
つ
い
て
は

検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

村
と
し
て
は
、
今
後
増
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
野
生
鳥
獣

被
害
へ
の
対
策
は
、
村
民
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
今
実

施
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
、
交
付
金
事
業
申
請

を
断
念
し
起
債
事
業
で
あ
る
「
辺
地
対
策
事
業
債
」
に
よ

り
、
村
が
事
業
主
体
と
し
て
取
り
組
む
事
と
し
た
。

○
事
業
規
模

　

延　

長：

1
6
、2
8
0
ｍ

　

事
業
費：

8
3
、0
0
0
千
円

　

柵
規
格：

高
さ
2
ｍ
（
立
地
条
件
に
よ
り
上
部
嵩
上
げ
）

　
　
　
　
　

コ
ス
ト
削
減
と
事
業
効
果
を
考
慮
し
、
資
材
・

　
　
　
　
　

ル
ー
ト
を
選
定
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平成21年度　専決補正予算

○
一
般
会
計

（
歳
入
）

・
辺
地
対
策
事
業
債（
借
入

金
）　
　

8
、1
0
0
万
円

・
野
生
鳥
獣
害
柵
設
置
補
助

金
協
議
会
立
替
分

△
4
、6
5
5
万
円

（
歳
出
）

・
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
執

行
経
費　
　

1
7
0
万
円

・
北
部
総
合
事
務
組
合
負
担

金　
　
　

△
3
9
9
万
円

・
歴
史
民
俗
資
料
館
管
理
運

営
経
費　
　

3
4
5
万
円

○
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の

総
合
整
備
計
画
策
定

鳥
獣
害
対
策
防
護
策
整
備

事
業
に
係
る
辺
地
債
の
事

業
費
の
変
更

補
正
予
算

計
画
変
更

○
喬
木
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

国
保
税
率
の
変
更

条
例
改
正

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

保
険
証
が
世
帯
証
か
ら
個

人
証
に
切
り
替
え
に
よ
る

経
費
増

○
介
護
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計

　

人
事
異
動
や
公
用
車
購
入

に
伴
う
予
算
組
み
替
え

○
下
水
道
特
別
会
計

　

管
路
布
設
工
事

○
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

　

修
繕
費
、
公
共
舛
取
付
工

請
負
契
約

請　
　

願

人　
　

事

○
社
会
資
本
総
合
交
付
金
事

業
道
路
改
良
工
事
（
村
道

７
号
線
大
和
知
）
に
、
中

川
建
設
有
限
会
社
と
８
、

０
８
５
万
円
で
請
負
契
約

に
同
意

◇
地
方
自
治
体
に
お
い
て
明

確
に
さ
れ
た
住
民
意
思
を

尊
重
し
国
家
政
策
に
反
映

す
る
こ
と
を
日
本
政
府
に

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
書
（
継
続
）

…
趣
旨
採
択

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
喬
木
村
１
０
２
２
番

地
、
矢
澤
輝
雄
氏
の
再
任

に
同
意
し
た
。

議
員
発
議

◇
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
対
す
る
助
成

を
求
め
る
意
見
書

…
可
決

　

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出
し
た
。

◇　

人
学
級
の
早
期
実
現
、

３０教
職
員
定
数
増
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
書　
　
　
　
　

…
採
択

◇
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
」
を
求
め
る

請
願
書　
　
　
　

…
採
択

◇
長
野
県
独
自
の　

人
規
模

３０

学
級
の
中
学
校
全
学
年
へ

の
早
期
拡
大
と
複
式
学
級

の
解
消
、
県
独
自
に
教
職

員
配
置
増
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

…
採
択

平成22年度　6月補正予算

予 算 総 額補 正 金 額会　　計　　名

３０億６,６４７万９千円３,６４７万９千円（第１号）一 般 会 計

５億２,３４６万７千円４６万７千円（第１号）国民健康保険
特　

別　

会　

計

６億４,３１０万４千円△２８９万６千円（第１号）介 護 保 険

２億１,３００万０千円増減なし（第１号）下水道特別会計

７,２２７万０千円１２７万０千円（第１号）
農業集落排水
特 別 会 計

予 算 総 額補 正 金 額会　　計　　名

３５億３,５０３万０千円１億５,２４９万１千円（第９号）一 般 会 計

５億４,１７７万１千円△８３５万１千円（第５号）国民健康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

２０１万６千円△２５０万２千円（第２号）
老 人 保 健
医 療 事 業

５,８５６万６千円△４０２万１千円（第３号）
後期高齢者
医 療

６億２,３４３万４千円△２,０５８万０千円（第４号）介 護 保 険

３億０,９１９万０千円△１,２５８万９千円（第４号）村 営 水 道

２億３,２８２万２千円２６７万２千円（第３号）下 水 道

７,０８９万８千円１５０万２千円（第３号）農業集落排水

・
喬
木
村
税
条
例
の
一
部
改

正地
方
税
法
改
正
に
よ
る
文

言
の
修
正
と
、
個
人
住
民

税
、
た
ば
こ
税
の
改
正

・
喬
木
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
改
正
に
よ
る
基

礎
課
税
額
の
限
度
引
き
上

げ
・
予
算
一
般
会
計

歳
入
の
村
税
、
地
方
交
付

税
の
精
算
増
と
歳
出
の
不

用
減
等
で
留
保
で
き
る
財

源
が
あ
り
基
金
へ
２
億
円

を
積
立 専

決
処
分

事
費
経
費
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
辺

地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整

備
計
画
の
策
定
、
平
成　

年
２２

度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
と

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の

特
別
会
計
）を
審
査
の
結
果
、

当
委
員
会
は
、
い
ず
れ
も
可

と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
の
請
願
は
、
趣

旨
採
択
に
決
し
ま
し
た
。

質
疑
、
意
見
か
ら

　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２２・
鳥
獣
害
防
護
柵
は
、
当
初

業
仕
分
け
で
削
減
し
て
い

る
が
、
実
態
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
意
見
書
を

上
げ
て
い
く
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

・
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
の
進

捗
状
況
は
、
現
在
交
付
金

の
内
示
が
あ
り
交
付
申
請

の
段
階
で
、
市
民
農
園
の

区
域
指
定
、
市
民
農
園
開

設
許
可
、
農
振
地
域
の
軽

微
変
更
を
経
て
、
８
月
に

入
札
、
利
用
者
の
募
集
は

９
月
中
旬
頃
予
定
し
て
い

る
。

・
継
続
審
査
の
請
願
は
、
住

民
の
意
思
を
尊
重
し
、
請

　

委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
条
例

の
一
部
改
正
す

る
条
例
１
件
、

一
般
会
計
、
国

保
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

は
可
決
。
請
願

３
件
は
そ
れ
ぞ

れ
採
択
と
決
し
、

関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
な
っ

た
。

国
保
保
険
税
・「
応
能
割　

・
６０

応
益
割　

」
を
採
用

４０

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

国
保
税
率
を
改
定
す
る
も
の

で
、
昨
年
に
比
べ
約
２
・
５
％

引
き
下
げ
た
。
ま
た
低
所
得

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

応
能
割
、
応
益
割
の
負
担
割

合
を
従
来
の　

対　

を　

対

５４

４６

６０

　

に
し
た
。
税
率
が
ほ
ぼ
昨

４０年
並
と
な
っ
た
の
は
、
健
康

管
理
が
さ
れ
医
療
費
が
増
え

な
か
っ
た
こ
と
で
、
な
お
一

層
の
健
康
管
理
が
望
ま
れ
る
。

審
査
質
疑
か
ら

一
般
会
計
補
正
予
算

・
第
二
小
学
校
の
天
窓
か
ら

の
国
か
ら
の
交
付
金
と
県

か
ら
の
特
別
交
付
税
で
、

最
大
有
利
に
使
え
た
場
合

　

％
の
交
付
金
を
見
込
ん

９０で
い
た
が
、
国
か
ら
の
大

幅
な
交
付
金
減
額
に
つ
き
、

今
回
辺
地
債
で
対
応
す
る
。

　
　

辺
地
債
は
元
利
償
還
金

の　

％
が
普
通
交
付
税

８０
返
っ
て
く
る
制
度
。

・
農
村
地
帯
で
は
日
本
中
、

鳥
獣
被
害
の
可
能
性
が
あ

る
。
都
会
に
住
む
者
が
事

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

社会文教常任委員会社会文教常任委員会

児
童
の
落
下
防
止
の
改
築

工
事
費
1
2
0
万
円
。

・
次
世
代
交
流
施
設
の
子
供

の
転
落
防
止
工
事
費　

万
５２

円
。

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
増
工

事
費
３
０
０
万
円
。

国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

・
国
保
保
険
証
を
個
人
用
の

カ
ー
ド
型
に
切
り
か
え
る

た
め
の
作
成
費
の
補
正
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算・
軽
自
動
車
購
入
費
１
２
０

万
円
を
一
般
会
計
へ
組
替

え
の
た
め
の
減
額
。

議
員
発
議

・
一
般
質
問
で
３
議
員
か
ら

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
助
成
を
村
が
行

う
よ
う
質
問
が
さ
れ
た
た

め
「
だ
れ
も
が
接
種
す
る

こ
と
が
出
来
る
た
め
に
、国

費
に
よ
る
助
成
措
置
を
講

ず
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
。」

　

意
見
書
は
Ｐ
９
に
記
載

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会

議
員
研
修
会
の
議
題
に
つ
い

て・
乳
幼
児
医
療
給
付
事
業
の

更
な
る
確
立
と
受
給
者
負

担
金（
レ
セ
プ
ト
料
）の
引

き
上
げ
見
直
し
に
つ
い
て

を
決
定
し
た
。

凍霜害の視察（伊久間原）

五反田遺跡の視察

願
の
主
旨
は
決
し

て
間
違
い
で
な
い

こ
と
か
ら
、
趣
旨

採
択
と
決
し
ま
し

た
。

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町

村
議
会
議
員
研
修
会

の
議
題
に
つ
い
て

・
県
道
上
飯
田
線
改

良
促
進
に
つ
い
て

・
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
交
付
金
等

予
算
確
保
に
つ
い

て

　

２
題
を
決
定
し
ま

し
た
。
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子
宮
頸
が
ん
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
は
県
内
で
は
根
羽
村
や

南
牧
村
が
希
望
す
る
中
学
生

に
全
額
補
助
す
る
。
又
、
松

川
町
で
は
町
内
の
中
学
２
・

３
年
女
子
を
対
象
に
、
半
額

補
助
す
る
。
村
で
は
全
額
補

助
の
考
え
は
な
い
か
。

　

企
業
人
の
行
動
指
針
な
ど

を
簡
潔
に
記
し
た
携
帯
型
の

社
員
向
け
心
得
集
「
ク
レ
ド
」

野
球
界
で
も
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
そ
っ
く
り
行
政
に

生
か
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
思
う
が
、
昨
年
職
員
の
不

祥
事
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
。
村

で
も
独
自
の
心
得
集
を
作
成

し
た
ら
ど
う
か
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
率

を
上
げ
る
こ
と
が
、
予

防
の
第
１
と
考
え
て
い
る
。
今

は
補
助
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
重
要
な
検
討

課
題
な
の
で
更
に
検
討
し
進

め
て
い
く
。

　

ク
レ
ド
に
つ
い
て
は
以
前

か
ら
、
社
員
心
得
等
の
名
称

で
存
在
し
て
い
た
。
各
々
が

毎
日
仕
事
を
し
て
い
く
中
で

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
進
ん
で

い
く
事
が
大
事
。
住
民
か
ら

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
研

究
し
て
い
く
。

Q

A

　

企
業
に
お
け
る
新
規

採
用
者
の
指
導
・
教
育

は
、
組
織
に
と
っ
て
も
、
本

人
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
公
務
員
の
新
規
採

用
職
員
の
教
育
は
、
県
が
主

催
す
る
前
・
後
期
の
２
回
の

研
修
の
み
で
あ
る
。
地
域
独

自
の
住
民
対
応
な
ど
喬
木
村

と
し
て
の
教
育
計
画
を
作
成

し
た
ら
ど
う
か
。

　

村
外
に
向
け
て
、
喬
木
村

知
名
度
ア
ッ
プ
の
方
法
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
主
と
な
っ
て
い

る
が
、
発
信
力
が
弱
い
。

　

竜
西
か
ら
一
望
で
き
る
大

型
看
板
を
設
置
し
た
ら
ど
う

か
。　

新
規
職
員
研
修
は
県

が
主
催
す
る
研
修
会
に
、

４
月
、
９
月
の
２
回
参
加
し

て
い
る
。

　

村
に
お
い
て
は
、
地
方
自

治
新
時
代
に
お
け
る
人
材
育

成
基
本
方
針
を
策
定
し
毎
年

Q

研
修
を
し
て
い
る
。
村
長
と

の
個
人
懇
談
や
、
副
村
長
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
懇
談
が
こ
れ

に
あ
た
る
。

　

竜
西
か
ら
見
え
る
看
板
と

な
る
と
、
か
な
り
大
き
な
物

で
な
い
と
見
え
な
い
点
か
ら

無
理
と
思
う
が
、
広
報
活
動

の
一
案
と
し
て
参
考
に
し
て

い
く
。

A

職場風景

情報冊子

新
規
採
用
職
員
の
教
育
計
画
は

筒　

井　

正　

司

議
員

村長

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
研
修
し
て

い
る

子宮頸がんワクチンの全額補
助は

木　下　壽　雄　議員

村
長 今は考えていないが重要な検討課題



6 議会だより　22年7月

　

子
宮
頸
が
ん
を
予
防

す
る
の
に
効
果
が
あ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
５
万
円

か
ら
６
万
円
か
か
る
。
村
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

　

東
京
の
「
長
野
県
東
京
事

務
所
」
は
有
効
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
喬
木
村
で
も
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

「
全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
」
が

発
足
し
た
。
呼
び
か
け
人
に

は
下
條
村
長
、
阿
智
村
長
ら

８
町
村
長
が
な
っ
て
い
る
。

村
長
は
２
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
会
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
。
賛
同
す
る
考
え
は
あ
る

か
。　

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
国
が
定
期
接
種
に

位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
現
段
階
で
は

補
助
を
考
え
て
な
い
が
、
重

要
な
課
題
と
し
て
取
組
み
た

い
。

　

現
状
は
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
設
置
の
み
利
用
し
て
い

る
。
今
後
必
要
性
が
生
じ
た

ら
活
用
を
考
え
る
。

　

下
伊
那
の
会
員
と
な
っ
て

い
る
町
村
長
に
話
を
聞
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
取
組
ん
で
い

き
た
い
。
当
面
、広
域
連
合
、

定
住
自
立
圏
構
想
、
北
部
事

務
組
合
等
を
中
心
に
、
一
緒

に
や
っ
て
い
き
た
い
。

Q

A

　

総
額
８
千
万
円
余
の

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
建

設
事
業
の
そ
の
効
果
を
ど
う

考
え
る
か
。
建
設
後
の
管
理

運
営
は
、
地
元
に
移
す
と
聞

い
て
い
る
が
、
地
元
へ
の
周

知
、
受
入
れ
体
制
は
整
っ
て

い
る
の
か
。

　

運
営
体
制
に
つ
い
て
不
安

で
あ
る
が
、
村
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
体
制
を
と
る
の

か
。　

建
設
効
果
に
つ
い
て

は
、
元
気
あ
る
地
域
の

創
設
、
遊
休
農
地
の
利
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
が

土
地
と
農
業
、
地
域
と
地
域

文
化
に
親
し
ん
で
、
住
民
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
の
一
助
と

な
れ
ば
と
の
目
的
で
事
業
を

計
画
し
た
。

Q

　

両
区
と
も
区
民
総
会
で
決

定
さ
れ
た
内
容
で
区
民
の
総

意
と
判
断
し
受
け
入
れ
体
制

に
つ
い
て
も
整
備
さ
れ
た
と

考
え
て
い
る
。

A

阿南町の新野クラインガルテン

予防ワクチンのパンフレット

子宮頸がん予防ワクチン接種
に助成を

原　　　東　彦　議員

村
長

現段階では補助を考えていないが
重要な課題である

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
運
営
体
制
は

大　

平　

武　

司　

議
員

村長

区
民
総
会
の
決
定
が
総
意
と
判
断
し
て
い
る
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く
り
ん
草
園
は
、
村

内
外
か
ら
の
沢
山
の
見

物
客
で
賑
わ
い
、
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
来

園
者
の
駐
車
場
が
狭
く
迷
惑

を
掛
け
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

今
後
も
、
皆
様
に
気
持
ち
良

く
来
て
頂
く
た
め
、
村
と
し

て
手
狭
な
駐
車
場
問
題
に
ど

う
対
処
す
る
の
か
？

　

教
育
長
の
報
酬
が
高
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
？
と
の
村

民
の
声
が
あ
る
。
教
育
長
は

一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務

員
だ
が
、
一
般
職
で
も
出
来

る
内
容
の
仕
事
に
、
退
職
し

た
公
務
員
が
特
別
職
並
み
の

厚
遇
さ
れ
て
い
る
理
由
は
何

か
。　

く
り
ん
草
園
の
駐
車

場
地
域
は
保
安
林
で
あ

り
駐
車
場
の
拡
大
は
困
難
で

あ
る
。

　

来
園
者
が
集
中
す
る
土
日

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
を
１

つ
の
方
策
と
し
て
、
く
り
ん

草
愛
好
会
と
協
議
す
る
。

　

本
村
で
は
、「
喬
木
村
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
」
に
て
定
め

て
お
り
、
多
く
の
項
目
で
一

般
職
の
例
を
準
用
し
て
い
る
。

教
育
委
員
と
し
て
の
特
別
職

の
身
分
と
、
教
育
長
と
し
て

の
一
般
職
の
身
分
を
併
せ

持
っ
て
い
る
が
、
特
別
優
遇

は
し
て
い
な
い
。

Q

A

　

村
の
機
構
改
革
に
よ

り
、
保
育
園
も
教
育
委

員
会
の
管
轄
に
な
り
、
小
中

学
校
と
連
携
を
も
っ
て
教
育

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
の
労
働
環
境
は
多

様
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

勤
務
形
態
の
違
い
が
生
じ
て

い
る
。
保
育
園
の
土
曜
保
育

は
、
現
在
は
午
後
４
時
ま
で

で
あ
る
。
更
に
午
後
６
時
ま

で
延
長
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
が
、
現
在
の
利
用

状
況
と
時
間
延
長
に
対
す
る

村
の
考
え
は
。

　

平
成　

年
度
の
土
曜

２１

保
育
の
利
用
状
況
は
、

　

日
の
保
育
数
が
あ
り
１
日

５０平
均
３
・
８
人
で
あ
り
、
午
後

の
利
用
者
と
な
る
と
２
・
３
人

で
あ
る
。

　

園
で
は
、
家
庭
訪
問
の
際

に
、
時
間
延
長
の
要
望
が
３

Q

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
事
を
把

握
し
て
い
る
程
度
で
あ
り
、

今
後
の
利
用
実
態
を
見
な
が

ら
、
改
め
て
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

A

中央保育園の土曜保育

クリン草園駐車場

土
曜
保
育
の
時
間
延
長
は

森　

谷　

博　

之

議
員

村長

利
用
実
態
を
見
て
検
討
す
る

くりん草園の駐車場は
太　田　　　忠　議員

村
長 保安林であり拡張は困難
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第
２
次
喬
木
村
行
政

改
革
大
綱
が
平
成　

年
１７

度
に
策
定
さ
れ
、
今
年
度
計

画
期
間
が
終
了
と
な
る
が
、

計
画
す
べ
て
完
了
に
至
っ
て

い
な
い
。
こ
の
大
綱
の
改
革

プ
ラ
ン
実
施
計
画
の
中
で
、

村
有
林
の
入
札
に
よ
る
林
産

物
採
取
権
の
確
立
、
長
期
的

に
利
用
の
な
い
土
地
の
売
却

に
よ
る
財
源
確
保
に
つ
い
て

の
取
組
と
、
効
果
は
。

　

行
政
改
革
に
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
だ
評
価
、
成
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。
地
方
分
権

の
推
進
の
た
め
更
な
る
行
政

改
革
が
必
要
で
あ
る
が
、
見

直
し
の
考
え
は
。

　

村
有
林
の
入
札
方
法

の
検
討
は
、
ま
だ
着
手

で
き
て
い
な
い
。
未
利
用
の

村
有
地
の
売
却
は
、
一
部
払

い
下
げ
し
た
が
全
体
と
し
て

進
ん
で
い
な
い
。

　

行
政
改
革
で
取
り
組
ん
だ

成
果
は
、
村
民
バ
ス
の
導
入

に
よ
り
経
費
削
減
と
利
便
性

の
向
上
、
道
路
網
の
再
編
に

よ
り
補
助
率
見
直
し
、
自
治

振
興
交
付
金
の
制
度
化
の
拡

充
に
よ
り
、
各
区
、
自
治
会

の
裁
量
権
を
拡
大
し
た
。

　

行
政
改
革
の
見
直
し
は
、

総
合
振
興
計
画
の
見
直
し
作

業
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Q

A

　

長
野
県
に
は
米
軍
基

地
が
な
い
が
、
沖
縄
に

は
全
国
の　

％
の
基
地
が
存

７５

在
し
て
い
る
。
民
主
党
は
昨

年
の
国
政
選
挙
で
普
天
間
基

地
を
県
外
、
国
外
へ
移
設
す

る
と
公
約
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
首
相
は
解
決
せ
ず
辞

任
し
た
。
こ
の
問
題
を
ど
う

受
け
止
め
る
か
。

　

阿
島
傘
作
り
養
成
講
座
の

検
証
と
、
今
年
度
予
算
の　
２０

万
円
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　

地
域
の
活
性
化
に
ど
う
継

げ
て
い
く
の
か
。

　

鳥
獣
対
策
防
護
柵
の
今
年

度
交
付
金
決
定
の
経
過
に
つ

い
て
。

　

沖
縄
は
、
先
の
大
戦

で
本
土
決
戦
の
場
と
な

り
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い

悲
惨
な
面
が
あ
り
現
在
も
引

き
ず
っ
て
お
る
。
基
地
問
題

は
難
し
い
が
理
想
と
し
た
ら

県
外
、
国
外
へ
持
っ
て
い
く

の
が
筋
で
は
な
い
か
。

　

講
座
１
年
を
経
た
が
、
ま

だ
し
ば
ら
く
養
成
期
間
が
必

要
と
感
じ
る
。　

万
円
は
講

２０

師
の
謝
礼
と
傘
作
り
に
要
す

Q

る
消
耗
品
費
、
不
足
す
る
面

は
若
干
増
額
し
支
援
を
続
け

る
。

　

防
護
柵
の
国
か
ら
の
交
付

金
が
減
り
当
村
に
も
当
初
要

望
額
の　

・
５
％
の
６
４
８
万

１４

９
千
円
し
か
内
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
地
域
の
実
情
を
知
ら
な

い
人
達
が
国
の
事
業
仕
分
け

を
行
う
と
い
う
事
は
非
常
に

残
念
で
あ
る
。

A

阿島傘養成講座

行政改革で取り組んだ村民バスそよかぜ

阿
島
傘
講
座
１
年
を
検
証
し
て

元　

島　

賞　

子

議
員

村長

養
成
期
間
は
ま
だ
必
要

行政改革の見直しは
小　澤　　　博　議員

村
長

総合振興計画の作業を見ながら検討
したい
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第
２
次
行
政
改
革
大

綱
は
平
成　

年
度
よ
り

１８

推
進
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今

年
が
最
終
年
度
で
あ
る
。

　

職
員
提
案
制
度
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
提
案
件
数
及

び
そ
の
概
要
と
採
用
状
況
は

ど
う
か
？

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
は
、
事
業
着
手
前
に
住
民

の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け

る
制
度
で
あ
る
。
各
種
委
員

の
公
募
制
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
を
導
入
し
た
事
業
件
数

は
？

　

提
案
件
数
の
カ
ウ
ン

ト
は
し
て
い
な
い
が
、

職
員
か
ら
そ
の
都
度
、
口
頭

や
メ
ー
ル
で
気
付
い
た
こ
と

を
提
言
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

３
年
前
か
ら
、
職
員
と
の

個
人
面
談
を
し
て
お
り
、
昨

年
は
職
員
・
嘱
託
者
全
員
に

村
づ
く
り
へ
の
提
言
書
を
書

い
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ

Q

い
た
個
人
面
談
を
行
っ
た
。

多
方
面
に
亘
る
提
言
が
あ
り

一
部
は
今
年
度
の
村
政
運
営

に
も
取
り
入
れ
て
き
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
導
入
に
つ
い
て
は
村
と
し

て
は
、
た
か
ぎ
子
育
て
憲
章

に
つ
い
て
、
広
く
意
見
を
聴

く
計
画
に
活
か
し
て
い
く
。

A

行政改革大綱と総合振興計画

職
員
提
案
制
度
は昼　

神　

二
三
男

議
員

村長

村
政
運
営
に
取
り
入
れ
て
い
る

子宮頸がん予防ワクチンの接種に対する助成を求める意見書

　子宮頸がんについては、近年、若年世代において著しい増加傾向にあり、２０代から３０代の女性におけるがん

の中では、乳がんを抜いて最も高い発症率であると言われる。全国では、年間約３,５００人が亡くなっており、

９,０００人以上が新たに罹患していると推定されている。

　こうした中、子宮頸がんの発症に関与しているヒトパピローマウィルス（ＨＰＶ）の感染を予防できるワクチ

ンが開発され、我が国においても昨年１２月から接種が可能となった。しかしながら、その費用については、総

額５万円から６万円かかるとされ、個人で負担するには高額であることが課題となっている。

　ワクチンの接種に関し、日本産婦人科学会等では、生命や子宮を失う危険性から女性を守るため広く公平な

接種の普及を求めており、特に効果の高い１１歳から１４歳の女子に対する公的負担による接種を推奨している。

　海外では約３０か国において公的負担が行われているとされ、我が国においても接種費用に対する支援が不可

欠なものとなっている。

　よって下記事項を強く要望する。

記

　１．子宮頸がん予防ワクチンの接種の普及を図るため、国費による助成措置を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

平成２２年６月２１日　

衆議院議長　　横路　孝弘　殿

参議院議長　　江田　五月　殿

内閣総理大臣　菅　　直人　殿

財務大臣　　　野田　佳彦　殿

厚生労働大臣　長妻　　昭　殿

長野県下伊那郡喬木村議会　
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６
月
議
会
は
国
保
を
審
議

す
る
大
事
な
議
会
で
し
た
。

喬
木
村
は
、
住
民
、
職
員
の

努
力
で
前
年
度
対
比
国
保
税

を
２
・
５
％
の
引
き
下
げ
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
今
回
議

員
提
案
で
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
対
す
る

助
成
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
以
前
喬
木
村

が
日
本
一
の
長
寿
村
と
の
あ

る
調
査
機
関
で
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
健
康
で
暮
ら
す
事

は
、
私
達
の
夢
で
も
あ
り
、

宝
で
す
。
国
保
税
を
少
し
で

も
安
く
す
る
た
め
、
ま
た
住

民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
暮
ら

せ
る
環
境
作
り
に
議
会
の
役

割
を
果
た
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
�
氏
乗
の
民

謡
ク
ラ
ブ
の
紹
介
で
す
。
現

在
３
名
の
ク
ラ
ブ
会
員
で
す
。

３
ヶ
月
に
１
曲
の
割
合
で
阿

島
の
吉
川
照
子
先
生
に
習
っ

て
い
ま
す
。
月
に
１
回
先
生

に
指
導
し
て
頂
い
て
後
は
毎

週
１
回
自
分
達
で
お
さ
ら
い

を
し
て
い
ま
す
。
主
に
歌
謡

曲
を
踊
っ
て
い
ま
す
。
新
曲

を
習
え
ば
前
回
の
踊
り
は
忘

れ
て
し
ま
う
事
は
オ
チ
ャ
ノ

コ
サ
イ
サ
イ
�
そ
れ
で
も
い

く
ら
か
脳
ト
レ
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
ま
す

が
１
年
か
か
っ
て
覚
え
た
曲

は
い
つ
で
も
踊
れ
る
ん
で
す

よ
�
身
体
が
覚
え
て
い
て
自

然
と
動
く
の
で
す
。
本
来
は

踊
る
！ 
か
ら
た
ち
の
会

氏　

乗　
　
　
　
　
　
　
　

木　

下　

美　

幸

ま
す
。
頼
ま
れ
れ
ば
ど
こ
へ

で
も
出
か
け
て
踊
っ
て
ま
す
。

お
ば
さ
ん
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ

て
ま
す
。

こ
の
位
に
踊

り
こ
な
さ
な

け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
す

が
常
で
は

ち
ょ
っ
と
派

手
ね
ぇ
と
い

う
衣
裳
が
着

ら
れ
る
の
は

う
れ
し
い
こ

と
。
楽
し
み

は
踊
り
の
後

の
お
茶
会
�

と
く
子
さ
ん

が
作
る
イ
モ

干
し
を
食
べ

な
が
ら
野
菜

の
作
り
方
や

ら
料
理
方
法

と
か
い
ろ
ん

な
ア
ド
バ
イ

ス
が
聞
け
て

た
め
に
な
り

編
集
委
員
会

委

員

長　

横

前　

豊

副
委
員
長　

小

澤　

博

委　
　

員　

元

島

賞

子

委　
　

員　

森

谷

博

之

委　
　

員　

昼
神
二
三
男

氏乗さくら祭りにて

北
部
5
町
村

北
部
5
町
村

火
 
火
葬
場
問
題
の
経
緯

葬
場
問
題
の
経
緯

　

下
伊
那
北
部
地
域
に
火
葬

場
が
必
要
と
の
声
は
、
前
々

か
ら
上
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

北
部
５
町
村
で
は
、
火
葬
場

設
置
に
向
け
て
、
一
昨
年
来

本
格
的
な
検
討
に
入
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
５
町
村

か
ら
公
募
に
よ
り　

ヶ
所
が

１６

上
り
、
理
事
者
会
で
総
合
的

に
検
討
し
た
結
果
、
松
川
町

郷
原
地
区
と
豊
丘
村
河
野
地

区
の
２
ヶ
所
が
、
具
体
的
な

研
究
、
検
討
対
象
地
区
と
し

て
、
し
ぼ
り
こ
ま
れ
た
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
昨
年
４
月
よ
り「
下

伊
那
北
部
総
合
事
務
組
合
」

が
発
足
し
、
豊
丘
村
役
場
内

に
事
務
所
を
組
織
し
て
、
改

め
て
「
北
部
地
区
火
葬
場
設

置
研
究
会
」
が
、
５
町
村
長

を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
先
に
し
ぼ
り
こ
ま
れ

た
２
ヶ
所
の
候
補
地
に
つ
い

て
、
多
角
的
に
研
究
、
検
討

が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

豊
丘
村
は
行
政
主
導
で
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地

元
区
と
の
話
合
い
が
な
さ
れ

て
き
た
が
、賛
否
両
論
の
中
、

火
葬
場
が
で
き
る
こ
と
に
よ

る
周
囲
の
環
境
条
件
へ
の
不

安
感
が
強
く
、
２
月
段
階
で

検
討
保
留
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
松
川
町
郷
原
地
区

は
、
独
自
の
検
討
委
員
会
は

あ
っ
た
が
、
進
入
道
路
や
迷

惑
施
設
と
の
と
ら
え
方
、
風

評
被
害
に
対
す
る
賠
償
問
題

な
ど
課
題
が
多
く
、
設
置
研

究
会
と
し
て
は
、
総
合
的
判

断
に
立
ち
、
こ
れ
以
上
の
順

調
な
進
展
は
む
ず
か
し
い
と

判
断
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
両
候
補
地
を

白
紙
と
す
る
旨
結
論
づ
け
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
５
月
６

日
下
伊
那
北
部
総
合
事
務
組

合
議
会
臨
時
会
は
、
火
葬
場

事
業
を
当
面
休
眠
と
し
、
そ

の
た
め
の
事
務
局
体
制
と
予

算
の
縮
減
に
つ
い
て
決
定
し

た
が
、
北
部
地
区
へ
の
火
葬

場
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
５
町
村
で
の
共
通
認
識

で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な

い
の
で
あ
る
。（
原　

嘉
俊
）




